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 事故を減らすためには、確かな情報と、何よりも会員皆様一人ひとりの 

安全に対する危機感を持った強い認識が必要です。皆で事故をなくしましょう。 
 

岡谷下諏訪広域シルバー人材センターの概要と安全就業の取り組み 

                      全シ協発行「安全就業ニュース」より 

平成２７年度定時総会において、安全就業シルバー人材センターとして「優秀賞」

を受賞したセンターです。 

会員数 ５００人、平成２６年度の事業実績は、受注件数 １，２４９件、延人員 

６２，６２９人、配分金 ２３９，０１１，７３９円であり、受注先割合は公共が 

１７.０％（秩父市 50.1％）、民間事業所３６.５％、一般家庭４６.５％である。一般家庭で

は敷地内の草取り、植木の剪定、空き地の草刈りなどの屋外作業が大半を占めてい

る。 

 会員の安全就業については、安全・無事故を第１の

目標に掲げ、安全部会及び安全委員会を中心に、会員

全員が安全に対する強い認識をもって作業することを

推進している。 

１ 安全就業基準に基づき、安全部会・安全委員会により具体的な安全対策の基本

方針を定め、理事・班長会議や班会議で周知徹底をする。 

２ 年に一回安全就業推進大会を開催し安全意識の高揚を図っている。 

３ 安全パトロールを年に４回抜き打ちで行い作業現場での状況把握をしている。 

４ 班会議で「安全就業１０か条」の唱和をしている。植木剪定及び草刈り作業の

際には、作業前に「安全確認シート」を使用して、体調、作業方法、注意点をグ

ループ内で確認している。 

５ 毎年会員研修会を実施して、特に、事故の発生は作業に慣れてきた頃に多いこ

とから、入会後３年を経過した会員に研修会の受講を義務付けている。 

 

※組織（役職）の役割の明確化、諸事項会員に周知徹底する方法、３年を経過した

会員への研修会受講の義務付けなど、安全就業に対する強い意欲を感じました。 

 秩父シルバー人材センターでも学ぶ事が多いと思いました。 

 風邪の予防には、家に帰った時の「うがい」と「手洗い」が大切です。少々話が

それますが、うがいの語源は鵜飼いだそうです。そういえば、どちらも一度口に入

れてから飲み込まないで外に出すところが似ていますね。 



適正就業について    参考資料 全シ協発行「安全・適正就業の手引」   

適正で適切な就業とは 

シルバー事業の理念である「自主・自立・共働・共助」をもとに、法律に定めら

れた事業「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律４２条」を誠実に遂行していく

ことです。 

一、臨時的かつ短期的な就業又はその他軽易な業務に係る就業であること。 

  「臨時的かつ短期的な就業」とは、生計の維持を目的とした本格的な就業では

なく、任意的就業であって、連続又は断続的な仕事で概ね月１０日程度以内の就

業です。「軽易な就業」とは、一定業務のうち、一週間当たりの就業時間が概ね

２０時間を超えないもので、教室又は家庭における教授の業務、家事手伝いその

他の家庭生活支援サービスなどの業務をいいます。 

二、危険・有害な仕事でないこと。      三、指揮命令が発生しないこと。 

四、従業員との混在作業でないこと。 
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１ 請負とは（現在、私たちの就業は、ほとんど「請負」により行われています） 

（１）請負人がある仕事を完成することを約束し、発注者はその仕事の結果に対   

  して報酬を支払うことを約束する契約。（民法第 632条） 

（２）仕事の完成を目的とするものであるから労働しただけでは債務の履行にな

らず、仕事の完成がなければ報酬はもらえない。 

（３）請負人は請け負った仕事を自分の裁量で完成しなければならない。そのた

めに必要な人員、機材等の調達は請負人の自由である。仕事中に発注者から 

  指揮命令は受けない。 

２ 委任とは 

 （１）委任者が事務をすることを相手方（受任者）に委任

し、相手方がこれを承諾する契約。(民法第 643条及び

656条) 

 （２）事務を処理する（仕事する）こと、すなわち、ある仕事のための役務の給

付を目的とし、仕事の完成は契約の要素ではない。 

 （３）受任者は、委任された事務を自分の裁量で処理する。仕事について委任者

から指揮・命令を受けない。 

３ 派遣とは 

 （１）労働者が使用者に対して労働に従事することを約束し、使用者がこれに報酬（賃金）

を与えることを約束する契約。（民法第 623 条） 

 （２）労働に服する（労働する）こと。すなわち労働したことへの給付を目的とし、仕事の完

成は契約の要素ではない。 

 （３）働くことが使用者の指揮・命令の下に行われ、したがって働いているうちは、労働者

は使用者に従属する。  
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秩父市野坂町１－１３－１４、電話０４９４－２２－４４５４、秩父市シルバー人材センター、安全・適正就業委員会 

 


